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 本研究所研究参与 （2016 年度本研究所所長） 
 
〈編集後記〉 
専大社研月報 No.649・650 をお届けします。2016 年度春季実態調査（2017 年 3 月）報告です。











に遷都（667 年）し、律令体制の構築が急がれたのもよくわかりました。この 2 年間の実態調
査で古代においても東アアジアの激変が国内の体制づくりに大きくかかわっていたことが理解
できました。 
では今はどうでしょう。3 月 15 日に昌原市商工会議所を訪問し、Koo Kyong-Ryul 氏にレク
チャーを受けた際、昌原市の貿易収支の悪化がアベノミクスの金融緩和に大きく規定されたも
のであったことが理解できました。アベノミクスと連動した黒田日銀の異次元緩和が円安に、
したがって為替切り下げ競争となったことが韓国に来て実感されたわけです。昨年 6 月の G7
を前にルー米財務長官が「『通貨安競争の回避を再確認する』とし、日本にクギを刺す」（日本
経済新聞 2016 年 5 月 16 日）前に、異次元緩和が為替切り下げ競争となり、それが「隣人窮乏
化効果」をもたらす懸念に配慮すべきであったと韓国に来て、過去の歴史にも学びつつ考えら
れた次第です。 （宮嵜） 
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